



















































































































＊北堂書紗 帝王部，后妃部，政術部，服飾部，舟部, Z郵，酒食部，天部，制寺部，地部 鋤鋤ナシ
















































































































＊北堂書紗 帝王部，后妃部，政術部， 月賊郡，舟部，車部，酒食部／天部，歳時部，地部 働ｵ直物ナシ





















































































































































































































天象については「天」 「天象」 「乾象」があり， 「地「地儀」 「坤儀」に対する。これらの組合せのうち，以下の
表にも示したように， 【天･地】あるいは【天象･地】が，和漢共に多い。また，【天･坤儀】や【乾象･地】は見













天象 独立した部で最初独立した部で後 独立した部で後 各季に分散と下巻最初各季に分散各季に分散
四季 歳時部の一部 一部だが別立で前歳時部全てと天に歳時部全て 歳時部全て 歳時部全て






























































































































































部門名については, I季嶋百二十詠』の天・地を表わす「乾象」 「坤儀｣を『口趨が採用し， 『類聚古集』『榔金
洲I綺語抄』などが継承した。また日本独自の表現として， 「天象」 「地儀」の対が肺歌童蒙抄』，そして『色葉
字類抄』豚ﾛ歌色葉』『本朝無題詩』以下に見られ， 「地儀」は「地と同義の二字熟語として歌題にも用いられる
ようになる。 『榔金抄』絶句部目録や『明文抄』も用いていた。
歳時部については，臓聚国史』や『二十巻本和名類聚抑『古今六帖』が中国の一般的な「歳陶（一年と四季
を表わす)の語を取り込んだ6『色葉字類抄l『文鳳抄』が，「歳陶としながら時間帯を含む早い例である｡つまり，
歳時部を全ての時の流れ，時間に関する部と捉えているのである。『本朝無題劃やI榔金抄』における「地鬮
の語の使用と併せて,儒家･起家を問わず,学者による類聚編纂物における漢文学の正統的な用語からは外れた例，
そして歌学に近づいた例といえるのではない力もまた， 『千載佳句』が歳時部のうち節日のみを表わすために，詩
語でもあるが部門名としては中国ではほとんど用いられていなかった「時節」を採用し，次いで『口遡が歳時全
体の名称として｢時節門｣を用いて以降,『本朝無題詩』『本朝文粋』も中国の類書の｢歳陶ではなくこれを用い，
また主に時間帯を含む歌学書の使用を経て，広く 「時節部」が用いられるようになる。さらに鎌倉末期の畷分韻
剛には「時候門」が見え， これも引き継がれる。『千載佳句』の「四時部」も， 『江吏部集』『類聚古集』以下に
見られる(後者は｢地理」も採用している)。このように,部門名は継承性もあるが,独自性も強いといえる。また，
類聚編纂物というと僻ﾛ名類聚抄』の影響がまず指摘されるが，部門名においては『千載佳句』や『口遡の影響
力の大きさも改めてうかがえた。
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全体を通して日本の類書についていえるのは，中国の典型である『藝文類聚』『初学訓と全く同じものはない
ということ（『扶雑』は推定によるので含めていなﾚｳ，四季，そして一日の時間帯といった時の移るいが重視さ
れていること，平安中後期の詩文集･詩学書が全て何らかのかたちで中国の類書から離れ,和歌の世界に接近して
いること，和歌的分類の典型としては『古今集』などがあるが，逆に歌学書･歌題が漢文学の分類や用語を志向し
ていることである。
注
(1)拙稿｢i秋草子』初段と和漢の類書の首巻部類標題の関係についての覚萄（『和漢古典学のオントロ刻1，平
16．3)，同「耐草子』初段｢春は曙」の段をめぐってー和漢の融合と紫の雲の象織生-｣(『むらさき』4
1，平16．12)，同「伽草子』「は」型類聚章段と和漢の類書の比較・対照一三巻本・前田家本と陣文
類聚』I倭名類聚抑を中心に－J（『和漢古典学のオントロ剣2，平17．3)。
(2)圃白雅子氏「『本朝麗藻』の分類意鋤（肺漢古典学のオントロジ』1，平16．3)。以下，佐伯氏の論は，
これに拠る。他氏も同機
(3)上野理氏「枕草子初段の構想と類書の構過（『国文学研究』50，昭48．6)。「火」恢」が天象部に含ま
れるという指摘もあるが，その点は本稿では措く。なお,藤本一恵氏｢枕草子随想的章段一その単純にして複
雑なるもの三」 （鵬賞日本古典文学第8巻枕草子』昭50，角ﾉll書店)にも同様の指摘がある。
(4)『日本国語大辞典』は，例として田中義廉『小学読本』(1873)の「神は万物を造り給ひ,殊に太陽を造りて，
動植物の生育を遂げしむ」を挙げている。
(5)平井卓郎氏「白氏刈占を媒介としての古今刈占私考」（『国語と国文単』32‐7，昭30．7／『古今和歌六
帖の研究』 「古今和歌却占の組織｣昭39，明治書院)。氏は,契沖や山本明清が説明したように「天地人の三
才」に「草虫木烏」を添えたのが輪郭だが， 「四陶は「歌の本とするところ」なので｢天象」の前に「歳時」
を置いたともいわれている。
(6)三田明弘氏「『太平御卿「妖異部」をめぐる考察」（麻ﾛ漢古典学のオントロ刻2，平17．3)。
(7)後藤幸良氏「近世後期の類聚的『源氏物制注釈書と古辞書」（同上)。
(8)高橋亨氏「歳時と類聚一平安朝かな文芸の詩学にむけて剴（胴語と国文判76‐10，平11． 10）
(9)新井栄蔵氏｢古今和歌集四季の部の構造についての一考察一対立的機構論の立場から－」（『国語国刻41‐
8，昭47．8／日本文学研究資料叢書『古今和歌集』昭51，有精堂出胴。なお注(8)の高橋氏は，『古今
集』春歌の首尾に「歳陶や「天」の歌があり，間が「景物」の歌であると見られている。 「歳時意識による
枠どり」という点は新井氏の指摘に通じるが， 『古今集』歌を再録した『古今六帖』の部立との対応から逆照
射された点が新しb$「景物」については，天象を含むと見るべきだろう。
(10)『十巻本和名洲の影響を含め,本文･分類･注記などの特徴や評価については,小島憲之氏の再刊解説(臓
聚古集』昭41,"ll書店)を参照されたし＄初版(大2)の佐佐木信綱氏解説にも，「藤原仲実が『綺語抄lと
共に辞書分類の影響を承け」とある。敦隆や本書の受容史についても詳しし＄
(11)謄家文草菅家後集』I翰林学士集』朧長谷雄集』『新撰類林抄l『新撰朗詠集』『千載佳句』『田氏家集』『本
朝文枠』『本朝麗藻』『文華秀麗集』『凌難』『類題古謝『和漢朗詠集』の各索引を見た。また， ウェッブサ
イト「寒泉｣所収の中国の諸書を検索したところ， 『太平広記』巻五十三・神仙五十三に， 「霊宝清斎告謝天地
儀一軸」が見えるのみであった。
(12)菊池仁氏「辞書論一『口遡，ならびにその類書としての系冒詮j(河淵漏江氏他編『叢書想像する平安文学
第3巻言説の制勵平成13，蝋出版)では，「芸能や説話集へと道を拓く」ことを中心に『口遡の類書
史上の意義を種々説力れている｡ご紹介の諸氏の論も重要であるが,本稿との関係付けは今後の課題とした↓＄
(13)三木雅博氏「『千載佳句』の部門の構成に関する考察一冒頭の四時部を対象として司（『講座平安文学論制
第9輯平5，風間書房／豚ﾛ漢朗詠集とその享到平7，勉誠社)。
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